
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

学科名： 平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。

例年通り各学部の履修要覧の巻頭に
掲載する。

全学部共通の建学の精神・基本理
念・基本目標・実践指針・教育の目
的別に掲載した。

計画通り実行した。 ○ ○

FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。

FD委員会を中心に，年2回の研修会
を実施する。教員が学外FD研修会に
参加する予算を計上する。大学コン
ソーシアム岡山とも連携して，情報
の提供を受ける。

教員の学外FD研修会への積極的参加
を呼び掛けるとともに，学内での
フィードバックの場を設け，情報の
共有に努める。

学内研修会は1回の実施であった
が，5名の学外研修会参加報告に加
え，eポートフォリオ・出席管理シ
ステム，授業のインターネット配
信の提案など，内容豊富な研修会
を実施した。

△ △

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。

29年度に向けて見直される3ポリ
シーを基にシラバスを作成し，授業
がシラバス通りに実施されているか
検討する。

シラバスの第3者チェックを実施
し，シラバスの内容にまで踏み込ん
だ検証を教務委員会を中心に行う。

教務委員会を中心に，シラバス
チェックを実施した。今後はシラ
バスの作成に際して基準を設け，
内容の充実を図る。

△ △

厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。

厳格な成績評価について，教務委員
会で検討する。

現在シラバスに記入してある「成績
評価の方法」及びGPAによる成績の
検証を行い，教務委員会や教職課程
委員会等で必要に応じて議論を重ね
る。

現行では，教科担当者での成績評
価に留まっているが，今後はFD研
修会等で取り上げ，全学を挙げて
検討していきたい。

× ×

授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。

例年通り前期と後期の計2回授業ア
ンケートを実施する。

アンケート内容を見直し，学生の意
見を授業にフィードバック出来る内
容に改善する。

授業評価アンケートは順調に実施
しているが，その結果活用につい
ては未だ担当者任せとなってい
る。FD委員会での検討が必要であ
る。

△ △

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位受容（卒
業・修了認定）を適切に行う。

ルーブリック評価については，ごく
一部で実施されているに過ぎないた
め，FD委員会と連携して研修会を行
う。

FD委員会と連携してルーブリック評
価の研修会を実施する。

引き続いての検討事項である。 × ×

部局名（学部又は事務部）： 　教務部

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。

学生の留年率や退学率の低減に向け
て各学部，短大で方策を検討する。

平成28年度退学率（除籍者除く）
は，人文2.2%教育0.7％薬学2.6経営
4.3％大学計2.2％，幼教1.0％科学
1.1％短大計1.1％である。大学1％
台，短大1％以下を目指す。

担任にリアルタイムの出席情報が
提供できるよう，全学を挙げて出
席管理システムの活用について，
教務委員会を中心に検討する。

△ △

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。

学生の障がいに応じて柔軟な対応を
迅速に行う。

各学科及び保健管理センターと連携
して，障がいのある学生の要望ひつ
いては，可能な限り対応する。ま
た，他大学の情報を収集して，本学
の対応の参考にする。

重度難聴者の対応に，同窓会と連
携してノートテイクを実施した。
今後は在学生のノートテイカーを
養成していく。

○ ○

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。


